
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



全体研修資料 

   令和２年４月１6日（木）  

研究部 

 

１．研究主題 

一人一人が考え、伝え合い、認め合う道徳の授業づくり 

～書く・話す活動の工夫を通して、児童の変容を目指す～ 

 

２．主題設定の理由 

（１）今日的課題から  

「特別の教科 道徳」（以下、「道徳科」とする）が、平成３０年度から全面実施となった。

今回の改正では、道徳教育を通じて、現実の困難な問題に主体的に対処することができる実効性

のある力の育成を強く求められている。「発達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題

を一人一人の児童が自分自身の問題と捉え、向き合う『考える道徳』『議論する道徳』へと転換

を図るものである。」と学習指導要領に明記されているように、「考え、議論する」ことを通し

て児童が自己の生き方についての考えを深められる道徳科の授業を展開する必要があることが分

かる。 

また、平成３０年度苫小牧市道徳教育アクションプラン（案）を見てみると、『苫小牧市の子

どもたちに「よりよく生きるための基盤となる道徳性」を養う』であり学校においては、「児童

が「考え、議論する」道徳の時間の充実の促進→研修講座及びLITによる授業公開への参加を通し

た授業改善の促進」、「道徳教育カリキュラムの充実→「こころの授業」及び教科書活用を位置

付けたカリキュラムを確実に実施し、検証、改善につなげる体制づくり」と打ち出されている。 

以上の点から、これまでの「道徳の時間」の授業を改めて見直し、どのような授業に改善すべ

きなのかについて、研究する必要があると考えた。 

 

（２）学校教育目標の具体化から 

 本校では、「未来を創造する清水の子の育成」を目指し、「学びを広げる子」「思いやりあふれる

子」「たくましさみなぎる子」の３つの児童像を掲げている。 

 道徳科の学習においては、中でも「思いやりあふれる子」という点が深く関わる。道徳科で

は、児童が道徳的価値に関わる考え方や感じ方を交流し合うことで、様々な考え方にふれ、考え

を深める学習を展開することができる。道徳科の特質から、児童一人一人がねらいに含まれる一

定の道徳的価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生

き方についての考えを深める学習を通して、内面的資質としての道徳性を主体的に養っていくこ

とに適した教科である。 

 

（３）児童の実態から 

昨年度は、書く活動や話し合いを工夫することで、自分の問題としてとらえ、それを多面的、

多角的に考えることを通して、自己を見つめ自らの道徳的な成長を実感できる道徳科の授業を充

実させたことで、児童の変容が見られてきた。今年度は、さらに主題に迫る研修を進めていきた

い。 

－１－ 



３．研究の全体構造図 

                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 

【研究主題】 

一人一人が考え、伝え合い、認め合う道徳の授業づくり 

～書く・話す活動の工夫を通して、児童の変容を目指す～ 

 

研究の内容① 平成３０年度 

・「書く活動」を取り入れた時 

の学習効果 

・児童向けの「道徳の学習オ 

リエンテーション」の実施 

・児童に対してアンケートや 

振り返り 

・評価の在り方の研修 

◆研究内容を実践するための土台 

・清水スタンダードの徹底←極めましょう 

◎学び合う授業づくりができる学級経営    

・苫小牧っ子学力UP！ハンドブックを活用した授業改善    

・家庭学習習慣の定着（全校児童への学年時間調査→年２回実施、達成率８５％を目標） 

・校内掲示づくり（家庭学習ノートコーナー→児童への意欲付け、保護者への啓発） 

         

【学校教育目標】 

「未来を創造する清水の子の育成」 

学びを広げる子  思いやりあふれる子  たくましさみなぎる子 

 

【目指す子ども像】 

○自分の考えが「伝わった」喜びを感じ、相手の考えに「なるほど」と感心できる子 

研究の内容② 平成３１年度 

・「書く活動」におけるワークシ

ート活用※ 

◎意味を持った「話す活動」の研

究（別資料：トークトレーニン

グ※） 

・基本的な指導過程※の実践 

・評価の視点や方法について 

・別葉の日常的活用※ 

研究の内容 令和２年度 

・全体計画、年間指導計画、

別葉、研究内容の見直し 

・成果と課題、研究のまとめ  

・実践の充実と研究の検証 

・公開研究会の実施 

・清水スタンダードの見える

化 

【今年度の重点】 

◎「善悪の判断、自律、自由と責任」A―１ 

◎「友情、信頼」B―９･１０ 

◎「よりよい学校生活、集団生活の充実」C―１４･１５･１６ 

【研究仮説】 

書く・話す活動を工夫し、日常的な授業改善をすることによって、一人一人が考え、

伝え合うことができ、お互いを認め合える児童が育つだろう。 



４．研究組織 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体研修 

 研究部や教務部と連携を図って立案したものを、全体研修においてスタンダード化を目指す。ま

た、ブロックまたは個人で授業研究・資料に基づく研修や実践等を行ったものを通して、研究仮説

や内容の整合性や積み上げを共通認識し、専門性と資質の向上に努める場とする。 

 

○ブロック研修 

 研修の基盤をブロック研修とし、研究主題に基づき研究を深め、全校的な立場で推進する。必要

に応じて、学年研修を行う。 

 

５．ブロックにおける研究の実践 

 ブロック研修を中心に、実践交流や授業実践を行っていくものとする。各ブロックの研修につい

ては、各ブロックのブロック長を中心に、研究部担当者に随時確認しながら研修を行っていく。記

録者は、ブロック内での話し合いについて全体で共有するために記録をとる。担当者は適宜、「研

究通信」を配信していく。 

校内研究授業及び、各ブロックの研究授業について参観者は、「授業観察シート」(P9)に該当項

目を記入してブロックの研究部担当者に渡す。メモ書きで構わない。「研究通信」で知らせていく。 

今年度は、1学期中に全ブロックで２回公開授業を行う。内容項目は、今年度の重点が望ましい。

時間的に指導案検討は難しいため、普段の道徳の授業を公開する。参観者は、見たい or 見られる

部分だけでもという押さえで。参観者は、授業観察シートに記入し、後日全体研修で交流する。 

 

６．研究の柱 

○自分の考えを受け入れてもらえたり、相手の考えに感心したりする授業の構築がなされている

か。（書く活動に関して）（話す活動に関して） 

 

７．別葉の活用について 

 先生方一人一人に配付し、校長室にも拡大版を掲示。全校で状況を確認。朱書きで変更点を記入。 

昨年度のまとめより、『担任だけ』で子どもを見ていく形から、誰でも子どもへアプローチしてい

けるようにするため。 

校   長 

 

研究部 

 

全体研修会 

 

教   頭 

 

【ブロック研修会】 

◇低学年ブロック ［高取・北村・小木田・大西・下江後］ 

◇中高学年ブロック［赤﨑・衣畑・玉田・古村・後藤教頭・安田］ 

◇特別支援ブロック［山下・三浦・佐藤・松本・白取・吉田］ 

教務部 

 



８．基本的な指導過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．「トークトレーニング」を、どの教室でも 

  ☆研究の内容②「◎意味を持った「話す活動」の研究（別資料：トークトレーニング※）」 

☆研究内容を実践するための土台「◎学び合う授業づくりができる学級経営」 →リンク！ 

○トークトレーニングとは 

“「話す力」「聞く力」「話し合う力」は、１日５分で楽しくトレーニングできる“というもの。 

（引用「トークトレーニング60」溝越勇太著、参考「菊池省三の話し合い指導術」菊池省三著） 

○なぜ有効か 

・人前で話すことが苦手→「間違えたくない」「自信がない」「笑われたらどうしよう」不安が大 

・話すことへの抵抗感をなくす、あたたかく聞き合えるクラスの人間関係をつくることが大切 

・互いに学び合うための基礎＝「話す力」などを育むためのトレーニング 

・「主体的・対話的で深い学び」は、自分の言葉でいきいきと語り合うクラスでなければ難しい 

・授業のユニバーサルデザイン(UD)の視点から、全員が楽しく｢わかる・できる｣授業を 

・下支えするのは学級の雰囲気、「話す力」などがついていなければ授業UDを実現は難しい 

・どの子も「話したく」「聞きたく」「話し合いたく」なるようにする 

・苦手だと思い込んでいる子に、人前で話せた経験をたくさん蓄積していく 

○取り組む際の約束 

①目・耳・心で聴く(←スタンダードだ！) ②ぴーん(挙手) ③「イエーイ」(拍手)   －４－ 

１、身近な経験を振返る 

・めあて提示 

１、身近な経験を振返る 

・めあて提示 

１、身近な経験を振返る 

・めあて提示 

２、教材解釈 

・発問１～２つ(記述可) 

・中心発問について記述 

・ペアやグループ交流 

（考えを出し合う） 

・全体交流（認め合う） 

３、自分事に関する発問 

・記述 

・グルー交流（比較する） 

・全体交流（広げる） 

４、教師の説話等授業の

振り返り 

５、児童のふりかえり 

２、教材解釈 

・発問１～２つに対する

記述を“自分はどうか”と

考えてワークシートに書

く 

・ペアやグループ交流 

・全体交流 

 

※３学期は、高学年と同

様の指導過程を実践 

４、教師の説話等授業の

振り返り 

５、児童のふりかえり 

４、教師の説話等授業の

振り返り 

５、児童のふりかえり 

２、教材解釈 

・発問１～２つ 

・１年生は顔マーク 

・２年生は記述 

・全体交流 



１０．清水スタンダード 

 全校統一した取組を徹底していきます。各スタンダードは独立したものではなく、関連性を持ち

ながら実践していくことになります。すべての教科で行っていきたいと思います。 

 算数科で研究してきた H２９年度までの清水小の研究を掘り起こし、「スタンダード」に明記す

ることとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５－     

○板書スタンダード 

①文字の大きさや書く位置に気を付け、丁

寧な文字を書く。 

②チョークの色を効果的に使用する。 

基本…白、重要事項…黄、その他…赤青等 

③内容を構造化し、板書と子どものノート

表記が統一できる。（各学級白色仕切り棒２本） 

④ＩＣＴ機器の効果的な活用 

※下記参照 

○ノートスタンダード 

①発達段階に応じたノートの使い方を系

統化する。 

②子ども達が互いに交流し合い、学び合う

学習活動でも活用できる（思考力・判断力・    

表現力を高め合える）。 

 

③書く時間を保障し、「聞く、書く、話す」

を一連の流れとなるようにする 

④ノートのマス目を利用し、丁寧に視写で

きるようにする 

⑤定規を使って線を引く 

⑥ノートの視写速度を上げることを意識 

⑦児童の実態に合わせて、白色棒にて黒板

を分割する（低中学年…２分割、高学年…

３分割）。 

※下記参照 

○学習規律スタンダード 

清水小学校学習のきまり 

（各教室黒板上に掲示（教）） 

①授業中はおしゃべりをしない 

②忘れ物をしない。忘れたときは授業前に先生に

言うこと 

③あいさつや返事は、大きな声ではっきりと 

④目・耳・心で話を聞く 

⑤次の学習の準備をしてから、トイレ・水飲み 

に行く 

⑥チャイムが鳴り終わるまでに、席につく 

○指導過程スタンダード 

①目標やめあてに正対したまとめをする。 

 

② 見通しカード問題 めあて 考え 

まとめ 練習 の全教室設置と活用。 

※下記参照 

小中連携 

新３観点からも必要度大⇒学年が

上がっても、指導者が替わっても 

 ３観点のうちの１つ 

 

○声の大きさスタンダード  

①０～５段階の、場面や場所に応じた声の

大きさを示す。 

②どの教室にも掲示し、視覚化 

※下記参照 

○「話す」スタンダード 

※下記参照（H２７年資料） 

小中連携 

小中連携 

○「書く」スタンダード 

○１～２年生   

・鉛筆を正しく持つ 

・板書通りに写す 

○３～４年生  

・丁寧に書き写す 

・書くスピードをあげる 

○５～６年生  

・学習内容が整理され、見やすいノートを 

作る 

・自分の考えを図や絵、言葉を使って表現 

※（H２７年度資料） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 ま ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｐ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 。

問 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 。 練 2 ① ○ ○ ○ ○ ○

め ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 ② ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 。

③ ○ ○ ○ 〇 〇

考 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 練 3 ① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ② 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

この２行は・・・

・はじめの時間には単元名が書ける

・前学年の復習（公式など）スペース

問題

考え

練

鉛筆で、上下のみ線を引く。

文章が途中で終わっても右はしまで引く。

見
通
し
カ
ー
ド

・毎回見開き１ページ使用

・行間を広く取る

・間違いは消さずに赤で直す

・気付きやメモを書き込む

・友達の考えを書く

まとめ

赤ペン（赤鉛筆）で、上下のみ線を引く。

文章が途中で終わっても右はしまで引く。

見
通
し
カ
ー
ド

めあて

筆算や確かめ等が必要な

単元では、右はしに必要分

だけ線を引き、計算スペー

スを作る。特に高学年。

日付や問題番号を書くため、２マス分とって

縦線を引く。



１１．研修計画  

令和２年度  研修計画一覧（案） 
回 月 日 曜日 形 態 研   修   内   容 

① ４ 16 木 全体研修 
・研究概要について共通理解、評価のスタンダード化 

・家庭学習向上週間①及び児童アンケート①について 

② ５ 13 水 全体研修 
・基本的な指導過程の確認のための 

校内授業研①（研究部）の事後研 

③ ５ 21 木 ブロック研修 

・①②の全体研修を受け授業実践交流＆ワークシート交流 

・各ブロックの研究内容の検討 

・ブロック長、記録者、②③校内授業者選出 

④ ６ 17 水 全体研修 
・校内授業研②（低・中高・特）←６月第２週で随時公開 

三つの授業についての事後研 

⑤ ７ 15 水 全体研修 
・校内授業研③（低・中高・特）←７月第２週で随時公開 

三つの授業についての事後研 

⑥ ８ 26 水 ブロック研修 

・公開授業研に向けて内容項目の決定 

・各学年の指導の観点を確認 

・公開授業研に向けての指導案検討① 

⑦ ９ 3 木 ブロック研修 
・公開授業研に向けての指導案検討② 

・各ブロックの研究内容の実践交流、検討 

⑧ ９ 9 水 ブロック研修 ・公開授業研に向けての指導案検討③ 

⑨ 9 24 木 全体研修 ・公開授業研に向けて 

⑩ 10 21 水 ブロック研修 ・公開授業研に向けての指導案検討④ 

⑪ 10 28 水 全体研修 ・公開授業事後研 

⑫ 11 11 水 全体研修 
・公開授業研まとめ 

・家庭学習向上週間②及び児童アンケート②について 

⑬ 11 25 水 ブロック研修 
・公開授業研の反省 

・家庭学習向上週間②及び児童アンケート②集計 

⑭ 12 10 木 ブロック研修 
・アンケート結果の検証 

・今年度の取組の振り返りや検証、三カ年計画研修の反省 

⑮ １ 20 水 全体研修 
・今年度の取組の振り返りや検証 

・三カ年計画研修の反省 

⑯ ２ 17 水 全体研修 
・三カ年計画研修の反省 

・次年度の方向性 

※研修計画については、研究組織や内容により日程や研修内容を組み替える。 

（実技研修、指導主事訪問(公開研)、プログラミング教育（教務と連携）など）         

－７－ 


